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4, 5 は，それぞれ「0～ 30分」「30～ 60分」，「60～
90分」「90～ 120 分」，「120 分以上」を意味している。
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具に関するレクチャーを後半に設定しました。より自
由で制約のない，今の若者の考え方から生み出される
仏具・調度品を期待されてのことでした。結果からい
えば，確かに自由な発想から生まれたデザインがほと
んどでした。この点では第一回目の連携授業としては
両者が満足のいくレベルであったと言えます。しかし
今後のことを見据えて全体を振り返ると，組合側と大
学側で求めていた結果にギャップがあるように感じて
います。これは特に座談会で感じたことです。組合側
は学生の柔軟な発想力に期待をしている反面，かなり
近い将来の市場性やニーズ，価格のことまで気にされ
ていました。大学側ではそれらはあくまで結果であり，
そこにいたるプロセスが大切で，この授業で得た知識
や経験が，学生にとって今後のものづくりの発想力に
つながればという想いがありました。
　しかしこのギャップはなるべくしてなった結果です。
組合側と大学側の求める到達点を明確にしなかったこ
とがこのギャップを生み，課題に取り組む中で困惑し
た学生が現れたのも事実です。
　本授業の今後の課題として，課題の到達点を明確に
することは必須です。課題の出題者側として，学生の
力を 120％引き出せるよう考えなければならないし，
連携するお互いにとっても有意義な授業にしなければ
なりません。
　本連携授業は第一回目ということもあり，組合側に
とっても大学側にとっても非常に多くの刺激を受けま
した。その反面，授業を行う上での課題も多く見えま
した。このような現実的な課題に取り組む機会は，ま
さに生きた授業として大学側にとってもありがたい限
りです。地元の伝統産業の問題に直に取り組める貴重
な機会として今後も継続し，結果として地域貢献にも
つなげられるよう努めていきたいと思います。
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